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 本日、２学期８０日間の終業式を迎えました。保護者並びに地域の皆様方におかれましては、日頃より本校の

教育活動にご理解とご協力をいただいていることに改めて感謝申し上げます。 
 １２月１２日に発表された今年の漢字は「税」（私が予想した「暑」は２位）でした。一方で、民間企業によ

るアンケート調査による小・中学生、高校生による今年の漢字には「楽」が選ばれたそうです。「楽」は２年連

続の１位で、以下「推」、「恋」と続きます。１位の「楽」を選んだ理由として、「コロナが少し収まっていろん

な行事が本格的にできたから」など、戻りつつある学校生活を「楽しい」と感じた子どもが多かったようです。

僅差で２位となった「推」は、好きな有名人や作品などを応援する「推し活」が広まっていることや、アニメ作

品の流行の影響もあると分析されていました。他にも戦争を理由に「戦（４位）」を挙げる人や、気温の高さか

ら「暑（１０位）」を挙げる人もいたそうです。また、今年の新語・流行語大賞の年間大賞になった「アレ（Ａ.
Ｒ.Ｅ）」からも今年１年様々なことがあったと改めて感じられます。学校でも、体育祭や合唱コンクールに取り

組む生徒たちの姿やそれを見守る教職員を始め、保護者や地域の方々の様子を見ても、普段の生活が戻ってきた

ことが感じられる１年となりました。来年は、今年以上に生徒の笑顔あふれる上中にしていきたいという思いで

いっぱいです。 
 さて、今日の終業式で、喜多川 泰さんの小説から以下のような一説を紹介しました。 
  初詣の際の願掛けの言葉から・・・ 
   僕は努力する 
   だから、それにふさわしいものを与えてください。 
   それ以上でも嫌だ。それ以下でも嫌だ。 
   僕は、自分のやってきたことにふさわしい人になりたい。 
 これは、今まで自分の努力が足りないのを棚に上げて、願いが叶うことばかり望んでいなかっただろうか、ど

うすればできるのかを考えて実行しようとせず、取り組む前からできない理由ばかりを並べて逃げていなかっ

ただろうか、ということを考えさせられる一説でした。新しい年を迎えるに当たり、自分で立てた約束（目標）

を破らない人を目指して、生徒には日々全力で勉強、学校行事、部活動等に励んでほしいと思います。併せて、

「一年の計は元旦にあり」という言葉も紹介し、計画や準備が大切で、初めの計画ができていないと物事はうま

くいかないという話題にも触れました。ご家庭でもぜひ話題にしていただければ幸いです。 
 最後に私事ですが・・・１２月３１日、紅白歌合戦が終わると、必ずベランダに出て外の雰囲気を味わいます。

遠くから聞こえてくる除夜の鐘を聞き、いつもとは違う物静かな空気を感じながら、今年は○○だったなと振り

返ります。そして、星空を見上げながら来年こそは！という思いを強くする時間としています。文部科学省が発

表した２０２２年度の「学校保健統計調査」で、中学生の裸眼視力１．０未満の割合が６１．２３％だったとい

う記事を見ました。「スマホやタブレット端末の利用時間が要因と考えられる」との話でしたが、たまには夜空

を見上げ、星の観察をして目をリラックスさせてみてはいかがでしょうか？ 
 今年一年大変お世話になりました。よいお年をお迎えください。  
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